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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
【図１】図１は、ヒドロキシル化脂肪酸トリグリセリド単位を示す、当初の天然油ポリオ
ールの一般構造である。
【図２Ａ】図２Ａは、ヒドロキシル化脂肪酸ヒドロキシアルキルアミドエステル構造を示
す一般的な化学構造である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ヒドロキシル化モノグリセリドエステルを示す一般的な化学構造で
ある。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ヒドロキシル化ジグリセリドエステルの一般的な化学構造である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、グリセロールに関する化学構造を示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　本発明の目的において、「天然油ヒドロキシル化物（ｈｙｄｒｏｘｙｌａｔｅ）」は、
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それらに結合する、１つ又は２つ以上のヒドロキシル基を有するアミノ化合物及び天然植
物油に由来する材料を意味する。形容詞「発明に係る」により修飾された用語「ポリオー
ル」は、用語「天然油ヒドロキシル化物」と同義である。当業者は、明細書が、一般的な
ポリオールと、本発明の変性されたポリオール（例えば、天然油ヒドロキシル化物）とに
言及する場合を、文脈から分かるであろう。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天然油ヒドロキシル化物を調製するための方法であって、
　２００ダルトン未満の分子量を有し且つ第１級及び第２級アミノ化合物から成る群から
選択されるヒドロキシル基含有アミノ化合物を、ヒドロキシル化脂肪酸トリグリセリド単
位を有する、天然植物油に由来するポリオールと、減圧下、十分な時間及び十分な温度で
反応させ、２４０～５３０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲にわたるヒドロキシル価の値と、２５℃
で２６０～５３００ｃＰの範囲にわたる粘度とを有する天然油ヒドロキシル化物を提供す
る、
　前記方法。
【請求項２】
　天然油ヒドロキシル化物に転換するために用いられうる天然油が、飽和脂肪酸及び不飽
和脂肪酸のトリアシルグリセロールを含むものである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記天然油が、大豆油、ヒマシ油、パーム油、菜種油、綿実油、コーン油、ヒマワリ油
、オリーブ油、カノーラ油、ピーナッツ油、ココナッツ油、藻油、ジャトロファ油及び動
物性脂肪から本質的になる群から選択される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記天然油が、大豆油、カノーラ油、ジャトロファ油、藻油、及びパーム油から本質的
になる群から選択される、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記２００ダルトン未満の分子量を有するヒドロキシル基含有アミノ化合物が、それら
の分子構造内に少なくとも１つのヒドロキシル基と結合した第２級アミンと、７４～２０
０ダルトンの範囲にわたる分子量とを有するものである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ヒドロキシアルキルアミンが、メチルアミノエタノール、ジエタノールアミン、２
－（エチルアミノ）エタノール、Ｎ－ベンジルエタノールアミン、２－アニリノエタノー
ル、３－ピロリジノール、プロリノール、３－ピペリジノール、２－（イソプロピルアミ
ノ）エタノール、１－（２－ヒドロキシエチルアミノ）プロパノール、３－メチルアミノ
－１，２－プロパンジオール、２－ピペリジンメタノール、２－（ｔｅｒｔ－ブチルアミ
ノ）エタノール、２－（ブチルアミノ）エタノール、１－（２－アミノエチルアミノ）－
２－プロパノール、２－（３－アミノプロピルアミノ）エタノール、３－（２－ヒドロキ
シエチルアミノ）－１－プロパノール、２－（２－エチルアニリノ）エタノール、ジイソ
プロパノールアミン、２－（２－（メチルアミノ）エチルアミノ）エタノール、ピロリジ
ノール、プロリノール、ピペリジノール、ピペリジンメタノール、及びそれらの任意の組
み合わせを含む群から選択される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　触媒がまた存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記触媒が、当初のヒドロキシル化植物油エステルの重量に基づいて、０．０５～０．
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２０重量％で存在する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　温度が、９０～２００℃の範囲にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　温度が、１２０℃～１５０℃の範囲にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　減圧が、０．５～３時間の間、０．５～２００トルの範囲にある、請求項１に記載の方
法。
【請求項１２】
　天然油ヒドロキシル化物を調製するための方法であって、
　未精製の植物油を、過酸化水素及び１～３個の炭素原子を有する有機酸と、植物油内の
不飽和部分からヒドロキシル基を生成させるために十分な時間、十分な温度、及び十分な
圧力において、水の存在下で接触させ、その後
　ヒドロキシル化官能性植物油からいずれの揮発性物質も分離し、その後
　前記ヒドロキシル化官能性植物油を、２００ダルトン未満の分子量を有し且つ第１級及
び第２級アミンから成る群から選択されるヒドロキシル基含有アミノ化合物と接触させる
こと、
　を含む、
　前記方法。
【請求項１３】
　ヒドロキシル基を有するアミノ化合物及びポリオールの反応のための触媒が存在する、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記触媒が有機金属化合物である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記天然油ヒドロキシル化物が、０～９４重量％のヒドロキシル化脂肪酸ヒドロキシア
ルキルアミドエステルと、０～３４重量％のヒドロキシル化モノ－グリセリドエステルと
、０～６４重量％のヒドロキシル化ジグリセリドエステルと、０～１６重量％のグリセロ
ールとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記天然油ヒドロキシル化物が、３６～９４重量％のヒドロキシル化脂肪酸ヒドロキシ
アルキルアミドエステルと、０～３４重量％のヒドロキシル化モノ－グリセリドエステル
と、０～６４重量％のヒドロキシル化ジグリセリドエステルと、０～６重量％のグリセロ
ールとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記天然油ヒドロキシル化物が、５１～８４重量％のヒドロキシル化脂肪酸ヒドロキシ
アルキルアミドエステルと、１３～３１重量％のヒドロキシル化モノ－グリセリドエステ
ルと、０～２１重量％のヒドロキシル化ジグリセリドエステルと、０～３重量％のグリセ
ロールとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記天然植物油が、ａ）脂肪酸モノアルカノールアミド；ｂ）脂肪酸ジアルカノールア
ミド；ｃ）天然油ジグリセリド；ｄ）天然油モノグリセリド；ｅ）グリセリン、及びｆ）
天然のモノグリセリドの混合物から本質的になる群から選択される化合物を含み、ここで
脂肪酸基がまた、アセテート基又はメトキシド基を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　２４０～５３０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲にわたるヒドロキシル価の値と、２５℃で２６０
～５３００ｃＰの範囲にわたる粘度とを有する天然油ヒドロキシル化物である合成物。
【請求項２０】
　触媒の存在下、高温で、出発原料として天然油ヒドロキシル化物及びヒドロキシアルキ
ルアミンを反応させることによる、本発明に係るポリオールの製造方法。



(4) JP 2010-524946 A5 2011.5.26

【請求項２１】
　前記天然油ヒドロキシル化物を、イソシアネートと接触させるステップをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも１種のヒドロキシル化脂肪酸アミド単位と、モノグリセリド単位及びジグリ
セリド単位から成る群から選択される、少なくとも１種のヒドロキシル化脂肪酸単位とを
含む、請求項１９に記載の天然油ヒドロキシル化物。
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